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県建築住宅課

現時点の県の考え等
1  ポータルサイトにおける登録業者（プランナー・ビルダー）のフィ

ルタリング機能として想定するユーザー評価は、誰でも評価できるか
たちなのか、それとも契約した施主に限るのか。

 フィルタリング機能のあり⽅は今後検討していくが、仮にユーザー評
価を導⼊する場合は、やまなしKAITEKI住宅の認定を取得した住宅の施
主が評価する仕組みを想定している。

2  登録業者による建築事例の投稿は、気軽に投稿できることや、⼀⽅
でフォーマット化するなど⼀定の質を保つこと、また、広報が強い業
者に偏らないよう配慮することなどを検討すべき。

 ポータルサイトとSNSでそれぞれ求める質を分けるなど対応を検討し
ていきたい。また、広報が弱い業者をどう⽀援できるかも検討していき
たい。【今後の検討課題】

3  KAITEKI住宅の認定取得を証明する記念プレート等にQRコードを付
し、定期点検や住宅履歴保管サービスとセットで提供できるとよい。
また、住宅履歴保管サービスは登録（⼊⼒）の⼿間がかかるため、竣
⼯時・点検時に登録（⼊⼒）を請け負うBtoBサービスも考えられる。

 意⾒を踏まえて検討していきたい。【今後の検討課題】

4  設計のセカンドオピニオン制度については、設計はそもそもエンド
ユーザーと⻑い時間をかけて対話をしながらプランニングするため、
その設計完了後にセカンドオピニオンを実施するとして、同じような
対話の時間がかけられないのであれば的確なアドバイスは難しいので
はないか。むしろ、設計の初期段階に設計者とアドバイザー（中⽴性
は担保しながら）が同席し、アドバイザーは性能の観点に絞ってアド
バイスするような制度にすべき。

 意⾒を踏まえて検討していきたい。【今後の検討課題】

5  事業者⽀援に関して、サポーター（プランナー・ビルダー・パート
ナー）が⾃発的に研修会などを開催する際に、全サポーターに参加を
呼びかけられるようメーリングリストなどを⽤意すべき。

 意⾒を踏まえて検討していきたい。【今後の検討課題】
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